









































































































図 4 砂状硬軟呈示ディスプレイを使用したワークショップ(本論文 p.78,79 より) 
 





















図 5 毛状生物感覚呈示ディスプレイの開発と表現 (本論文 p.85,86 より) 
 
第７章では視触覚ディスプレイの開発から実装，展示，定量化実験を通して触覚を伴っ
たインタラクティブなメディア表現が観客にどのようなことをもたらすのか.工学的にも新
規性のあるのか，人間の知覚の特性を考慮した設計によって新しいメディア表現体験を生む
ものであるか．芸術と工学と感性の融合によるひとつの表現創出を拡張するための効果に
ついて総合的に考察した．	 	 
	 第８章では結論として温冷呈示，砂状硬軟，毛状生物感覚インタフェースの設計と触覚
を伴ったインタラクティブなメディア表現が観客に新しい体験をもたらすことを確認した．
人間の知覚特性を考慮した設計を行うことによって，工学的新規性のある技術が新しいメ
ディア表現として活用出来ることを明らかにした．本研究で確認した人間の知覚特性への
考慮は，芸術と工学と感性の融合によるひとつの表現創出を拡張するために効果があった
という結論が得られた． 
また，結論をふまえ今後の課題を述べた．触覚に関する人間工学のデータは，今後の研究に
有益であり，広く知見を活用するためにも検証データの取得が必要であること．日常の情
報活動をも支援する触覚コミュニケーションについては心理や情報，医療・福祉，建築や
社会システムなどからのアプローチが必要であり融合分野のさらなる交流と刺激を期待し
たいこと．福祉や高齢化社会に新しい触覚情報デザインによるアクセサビリティの向上を
図る社会的な貢献の必要性を述べた． 
